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八峰公園整備事業



令和 ７ 年 １０月２０ 日

令和08年度　～　令和12年度　（5年間）

小海町

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） R8 R9 R10 R11 R12 策定状況

A12-001 公園 一般 小海町 直接 ■ ■ ■ ■ ■ 6,000 1.00 策定済

令和 ７ 年 １０月２０ 日

6,000

Ｄ 0
効果促進事業費の割合

0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

R12末

中間目標値

R10末

社会資本総合整備計画　社会資本整備総合交付金

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間

計画の目標

八峰公園整備事業

松原湖高原は、北八ヶ岳の雄大な自然と夏冷涼な環境であり、高原野菜の産地や高地の立地を生かし、かつてはスケートバスが数十台つらねて松原湖に押し寄せたりと時代を風靡した歴史ある地域である。この地域に５年ほどの年月をかけ公園
を整備していく。町全体のグランドデザイン策定のまちづくり計画も進み、今後人口が減少していくなかでも、関係人口創出、地域経済の発展を見込み、わくわくドキドキの仕組みを構築していく。
この地域は公園がなく、また南佐久地区の文化伝承スケートの伝統多き地域であることから、スケート復活はもちろん、オールシーズン活用できる総合公園を目指す。また夏場の涼しさと高地を売りにに芝舗装の野球場サッカー場を要望する声
もあり、この地区にある町有地などを有効活用した、地域住民がスポーツや星空観察、ウオーキング、自然観察や高齢者のマレットゴルフなど親しむことができると共に、関係人口の創出や松原高原の魅力向上にもつながる、賑わいと憩いの場
としての公園、まちづくりの中から文化スポーツ両面からの合宿ができる総合公園の整備を目指す。

交付対象

事業者
要素となる事業名

市町村名

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

4,500 Ａ 4,500 Ｂ 0 Ｃ 0

交付対象事業

全体事業費（百万円）

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

合計

　　定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

費用便益比

（事業箇所）

R8当初

小海町 八峰公園整備都市公園事業（八峰公園） 小海町

1

2

番号

計画の成果目標（定量的指標）

一人あたり都市公園面積
都市公園面積 / 都市計画区域人口

町民アンケート調査において測定し、将来推計に基づき町施策によって向上を図る

一人あたり都市公園面積の増加

0m2/人 10m2/人 129.9m2/人

町民定住意向割合

57.60% 64.0% 70.0%

当初現況値 最終目標値



社会資本総合整備計画

計画の名称 1 八峰公園整備事業

計画の期間 令和08年度　～　令和12年度（5年間） 小海町

八峰公園整備事業

令和 ７ 年 １０月２０ 日

交付対象

公園概要図

100 m0

写真

①

写真

①


